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２
０
１
６
年
10
月
25
日
（
火
）
、
メ
ル

パ
ル
ク
長
野
（
長
野
市
）
に
お
い
て
、

「
２
０
１
６
年
度
　
労
金
・
全
労
済
合
同

新
任
運
営
委
員
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、

労
金
運
営
委
員
45
名
、
全
労
済
運
営
委
員

19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
中
央
労
福
協
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
高
橋
均
氏
よ
り
、「
歴
史
か
ら
学
ぶ
労

働
運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
の
理
念
と
課

題
」
～
労
働
組
合
と
労
金
・
全
労
済
の
関
係

再
構
築
に
つ
い
て
～
と
題
し
て
、
労
金
・

全
労
済
の
新
任
運
営
委
員
に
対
し
、
合
同

で
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
労
働
組
合
の

歴
史
に
お
け
る
労
金
・
全
労
済
の
位
置
づ

け
か
ら
、
連
帯
・
協
同
の
実
現
に
向
け
て

の
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
展
開
を
詳
し

く
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
労
金
、
全
労
済
そ
れ
ぞ
れ

の
運
営
委
員
に
分
か
れ
て
独
自
の
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

労
働
金

庫
の
研
修

会
で
は
、

Ｊ
Ａ
Ｍ
多

摩
川
精
機

労
働
組
合

副
執
行
委

員
長
で
、

ろ
う
き
ん

運
動
推
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
小
林
直
樹
講
師
よ

り
「
運
営
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
」
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
銀

行
と
の
違
い
や
労
働
組
合
と
ろ
う
き
ん
の

関
係
性
が
理
解
で
き
た
」「
運
営
委
員
の
立

場
で
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
」

等
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
労
金
職
員
と
運
営
委
員
を
交

え
て
の
分
散
会
で
、
日
頃
よ
り
活
動
し
て

い
る
取
組
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
他
行
を
利
用
し
て

い
る
仲
間
に
ど
れ
だ
け
周
知
で
き
る
か
考

え
て
い
き
た
い
」「
車
天
狗
の
よ
う
に
、
ま

ず
は
労
金
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
て
も
ら
う

こ
と
が
大
切
」
等
の
意
見
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ま
が
、
新
任
で
あ
る
が

故
の
悩
み
や
活
動
の
情
報
共
有
し
、
今
後

の
運
営
委
員
と
し
て
の
活
動
に
つ
な
が
る

有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

全
労
済
の
研
修
会
で
は
、
①
全
労
済
の

現
況
報
告
、
②
全
労
済
と
は
、
③
全
労
済

長
野
県
本
部
協
力
機
構
概
要
、
④
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
保
障
設
計
に
つ
い

て
の
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
、「
全
労
済
の
歴
史
や
役

割
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
、「
全
労

済
担
当
者
と
し
て
、
ま
た
個
人
と
し
て
も

考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
」
、「
新

任
向
け
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
的
に
入
り

や
す
い
内
容
で
良
か
っ
た
」
等
、
全
体
的

に
好
評
な
意
見
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
の
地

区
運
営
委
員
会
活
動
に
つ
な
が
る
研
修
と

な
り
ま
し
た
。

「労働組合と労金・全労済の関係再構築に向けて」
労金・全労済合同新任運営委員研修会開催！

～ともに運動する主体へ～

合同研修会の様子

講演する小林講師

労
働
金
庫
の
研
修

全労済の研修会の様子

全
労
済
の
研
修



　
長
野
県
平
和
・
人
権
・
環
境
労
働
組
合
会
議

（
県
労
組
会
議
）
は
10
月
21
日
、
代
議
員
・
傍

聴
者
な
ど
約
70
人
を
集
め
、
長
野
市
内
で
第

21
回
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
、
村
山
智
彦
共
同
代
表

は
「
安
倍
政
権
は
安
保
法
＝
戦
争
法
を
施
行

し
、
憲
法
改
悪
を
政
治
日
程
に
の
せ
よ
う
と
し

て
い
る
。
参
院
選
で
は
野
党
と
市
民
の
共
同
で

自
民
党
に
勝
利
し
た
が
、
衆
院
選
で
も
野
党
共

闘
を
す
す
め
、
安
倍
暴
走
政
権
の
退
陣
を
実

現
し
よ
う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
喜
多
英
之
事
務
局
長
が
経
過
報
告
と
運
動

方
針
案
を
提
案
。
海
外
で
の
武
力
行
使
に
つ
な

が
る
戦
争
法
の
廃
止
を
求
め
る
運
動
、
脱
原
発

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
実
現
す
る
運
動
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

な
ど
経
済
自
由
化
政
策
に
反
対
す
る
活
動
、

地
域
鉄
道
や
バ
ス
路
線
を
守
る
活
動
、
阿
部
守

一
県
知
事
を
支
持
し
、
労
働
者
の
意
見
を
県
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
な
ど
の
方
針
を
提
案
し
ま

し
た
。

　
討
論
で
は
「
沖
縄
県
の
高
江
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建

設
反
対
の
現
地
行
動
に
参
加
し
た
。
機
動
隊
が

前
面
に
出
て
抗
議
す
る
市
民
を
排
除
し
て
い

る
。
沖
縄
と
連
帯
し
た
運
動
を
す
す
め
よ
う
」

（
私
鉄
県
連
）
、「
地
域
の
戦
争
を
さ
せ
な
い

１
０
０
０
人
委
員
会
と
し
て
２
カ
月
に
１
回
、

市
民
と
労
働
者
が
集
ま
っ
て
学
習
会
を
開
い
て

い
る
」（
長
野
地
区
）
な
ど
の
意
見
・
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
特
別
決
議
と
し
て
「
立
憲
主
義
を
否
定
し
、

憲
法
改
悪
を
狙
い
、
貧
困
と
格
差
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
』
を
推
進
す
る
安
倍

政
権
の
退
陣
を
求
め
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
「
平
和
と
平
等
、
人
権
の
尊
重

を
求
め
る
私
た
ち
労
働
組
合
の
価
値
観
が
重

要
」
で
あ
り
「
企
業
内
に
お
け
る
労
働
者
の
生

活
・
権
利
の
拡
充
と
同
時
に
、
組
織
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
人
々
と
手
を
結
び
、
社
会
の
な
か
で
活

動
す
る
労
働
組
合
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
「
総
会
宣
言
」
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
総
会
で
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
が
行
わ
れ
、
選
出
さ
れ
た
二
役
は
次
の

通
り
で
す
。
◇
共
同
代
表
＝
村
山
智
彦
（
自
治

労
）
、
同
＝
濵
文
智
（
私
鉄
県
連
）
、
同
＝
諏
訪

浩
一
（
国
労
長
野
）
、
同
＝
下
條
広
道
（
森
林

労
連
）
◇
事
務
局
長
＝
喜
多
英
之
（
自
治
労
）

連
合
長
野
は
10
月
28
日
（
金
）

ホ
テ
ル
国
際
21
に
お
い
て
、
各
構

成
組
織
の
代
議
員
、
傍
聴
者
、
来

賓
ら
３
０
０
人
の
出
席
の
も
と
、

『
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
格
差
社
会
！

す
べ
て
の
働
く
者
を
連
合
の
輪
へ

「
安
心
社
会
」
を
切
り
拓
こ
う
！
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
28
回
年
次

大
会
を
開
催
、「
活
動
経
過
報
告
」

「
２
０
１
６-­
２
０
１
７
年
度
運
動

方
針
補
強
」「
２
０
１
７
年
度
予

算
」「
役
員
の
選
任
」
な
ど
を
提

案
、
後
半
１
年
間
に
向
け
た
運
動

の
補
強
方
針
を
決
定
し
た
。

冒
頭
、
中
山
会
長
は
挨
拶
の
な

か
で
、
社
会
情
勢
や
県
内
の
雇
用

情
勢
に
触
れ
、「
政
府
が
推
し
進

め
て
い
る
働
き
方
改
革
は
、
労
働

者
を
犠
牲
に
し
た
改
革
で
あ
る
。

我
々
労
働
者
の
暮
ら
し
の
底
上
げ

こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
不
条
理
に

立
ち
向
か
う
た
め
に
も
、
今
こ
そ

地
域
・
職
場
の
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
意
識
を
喚
起
し
、
多
く
の
働

く
仲
間
を
連
合
の
輪
へ
結
集
し
よ

う
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
た
。

来
賓
と
し
て
、
阿
部
長
野
県
知
事
、
連
合
本

部
の
安
永
副
事
務
局
長
を
は
じ
め
、
政
党
、
労

働
行
政
、
福
祉
事
業
団
体
よ
り
13
名
の
ご
臨
席

を
賜
わ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

２
０
１
６-­

２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
の
補
強

案
と
し
て
は
、「
組
織
強
化
」「
組
織
拡
大
」「
発
信

力
」「
政
策
実
現
力
・
政
策
立
案
力
」
に
重
点
を

お
い
た
方
針
を
提
案
、
代
議
員
か
ら
「
人
材
育

成
」「
政
策
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
意
見
・
要

望
な
ど
、
活

発
な
議
案
審

議
の
後
、
決

算
・
予
算
、

大
会
宣
言

を
含
め
、
す

べ
て
の
提
案

が
満
場
一
致

で
採
択
さ
れ

た
。
最
後
に

中
山
会
長
に

よ
る
力
強
い
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
会
場
全
体
で
三
唱

し
、
叡
智
と
行
動
で
魂
を
入
れ
る
重
要
な
年
と

な
る
２
０
１
７
年
運
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

な
お
、
今
年
次
大
会
で
は
、
東
日
本
大
震

災
・
長
野
県
北
部
地
震
か
ら
５
年
経
過
し
た
こ

と
を
踏
ま
え
、「
３
・
11
と
県
内
被
災
地
を
忘
れ

な
い
！
」
と
し
て
、
被
災
当
時
の
パ
ネ
ル
写
真
の

展
示
や
各
地
域
の
名
産
品
を
斡
旋
販
売
し
、
復

興
支
援
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。
ま
た
、
構
成
組

織
・
地
域
協
議
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
連
合
長

野
ふ
れ
愛
資
金
」「
連
合
・
愛
の
カ
ン
パ
」
か
ら

の
助
成
団
体
５
団
体
に
対
し
て
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
中
山
会
長
が
目
録
を
手
渡
し
、
今
後
の
活

動
を
激
励
し
た
。

主催者挨拶をする村山共同代表

会場全員による力強いガンバロー三唱

主催者を代表して中山会長の挨拶

第28回年次大会連 合 長 野

第
21
回
定
期
大
会

県
労
組
会
議
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９
月
10
日
（
土
）、高
校

教
育
会
館
大
会
議
室
に

て
、
長
野
県
労
働
組
合
連

合
会
第
38
回
定
期
大
会

が
行
わ
れ
、
26
の
単
産
・

地
区
労
連
か
ら
85
名
の
参
加
で
成
功
し
ま
し
た
。

　
大
き
な
変
化
の
中
で
迎
え
た
今
大
会
は
、
そ

の
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
野
党
統
一
候
補

と
し
て
長
野
県
か
ら
当
選
し
た
杉
尾
ひ
で
や
参

議
院
議
員
と
、
長
野
県
出
身
で
、
比
例
で
当
選

し
た
武
田
良
介
参
議
院
議
員
の
二
人
の
現
職
国

会
議
員
を
来
賓
と
し
て
迎
え
る
県
労
連
始
ま
っ

て
以
来
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
細
尾
議
長
は
あ
い
さ
つ
で
、
東
日
本
や
北
日

本
の
台
風
被
害
に
触
れ
、
お
見
舞
い
と
復
旧
を

祈
る
と
と
も
に
、「
青
森
駐
屯
地
の
陸
上
自
衛

隊
で
、『
駆
け
付
け
警
護
』
の
訓
練
が
始
ま
り
ま

し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
で
は
、
住
民
同
士
の
内
戦

状
態
の
中
で
、
自
衛
隊
員
が
『
殺
し
、
殺
さ
れ

る
』
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
る
現
実
的
な
危
険
性

が
目
の
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
労
働
組

合
は
、
こ
の
間
、
労
働
者
の
生
活
権
利
の
向
上

を
最
優
先
に
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
大
の

生
活
権
利
の
破
壊
は
戦

争
で
す
。『
教
え
子
を
再

び
戦
場
に
送
ら
な
い
』

『
赤
紙
を
二
度
と
配
ら
な

い
』『
白
衣
を
戦
場
の
赤

い
血
で
染
め
な
い
』
と

い
う
、
戦
争
に
協
力
し

た
労
働
者
た
ち
の
過
去
の
反
省
の
も
と
に
確
立

し
た
魂
の
叫
び
と
し
て
の
誓
い
を
改
め
て
噛
み

し
め
る
と
き
で
す
。
戦
争
す
る
未
来
を
敢
然
と

拒
否
し
、
憲
法
が
生
き
る
未
来
を
選
び
取
り
、

若
者
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
、
今
を
生
き
て
い

る
私
た
ち
の
使
命
で
す
。
未
来
を
選
び
取
る
力

は
間
違
い
な
く
私
た
ち
に
は
あ
り
ま
す
。
」
と
述

べ
、
さ
ら
に
積
極
的
な
討
論
を
求
め
ま
し
た
。

　
鈴
木
事
務
局
長
か
ら
、
こ
の
間
の
「
戦
争
法
」

廃
止
を
訴
え
る
国
民
的
な
運
動
や
参
議
院
選
で

の
野
党
共
闘
の
成
果
、
そ
の
他
の
活
動
の
様
子

が
写
真
で
伝
え
ら
れ
、
運
動
方
針
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
、
各
地
区
労
連
、
高
教
組
、

年
金
者
組
合
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
、
国
交
共
闘
、
障
教

組
、
医
労
連
、
建
交
労
、
自
治
労
連
、
生
協
労

連
、
福
祉
保
育
労
か
ら
19
名
の
代
議
員
か
ら
発

言
が
あ
り
、
１
年
間
の
活
動
を
総
括
し
、
今
後
の

決
意
を
固
め
る
討
論
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
決
算
・
予
算
も
含
め
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
て

の
議
案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
「
地

域
で
の
小
さ
な
１
歩
は
す
で
に
踏
み
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
確
か
な
１
歩
を
積
み
重
ね
、
大
き
な

飛
躍
に
し
て
い
く
た

め
に
、
組
合
員
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
、
と
も
に

働
く
す
べ
て
の
労
働

者
の
皆
さ
ん
、
と
も
に

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
」
と

大
会
宣
言
を
採
択
し

て
大
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

大会で挨拶する細尾議長

中
央
労
福
協
主
催
の
「
２
０
１
６
年
度
全

国
研
究
集
会
」
が
、
９
月
８
日
（
木
）
～
９
日

（
金
）
の
両
日
に
わ
た
り
、「
あ
ら
ゆ
る
世
代
・

層
に
広
が
る
格
差
と
貧
困
を
解
消
す
る
た
め

に
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
全
国
各
地
か
ら
３
０
０

名
を
超
え
る
労
福
協
関
係
者
の
参
加
を
得

て
、
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
央
労
福
協
を
代
表
し
て
神
津
里

季
生
会
長
よ
り
、「
１
９
８
０
年
代
か
ら
続
く

規
制
緩
和
に
よ
り
不
安
定
雇
用
、
低
賃
金
労

働
者
が
増
え
続
け
て
い
る
。
非
正
規
労
働
者

は
、
20
年
前
の
４
倍
、
年
収
２
０
０
万
円
以

下
の
労
働
者
は
、
１
，
１
０
０
万
人
を
超
え

た
。
ま
た
、
預
貯
金
ゼ
ロ
世
帯
は
、
２
０
１
３

年
に
は
３
割
に
達
す
る
な
ど
、
生
活
保
護
受

給
に
直
結
す
る
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
格

差
・
貧
困
が
拡
大
し
て
お
り
、
労
福
協
運
動

の
柱
で
あ
る
共
助
機
能
の
発
揮
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

初
日
は
、
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い

た
、
工
藤
和
男
北
海
道
労
福
協
会
長
、
高
橋

は
る
み
北
海
道
知
事
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
後
、
今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
沿
っ
て
、
中

央
大
学
法
学
部
教
授
の
宮
本
太
郎
氏
に
よ
る

「
孤
立
と
困
窮
を
生
ま
な
い
ま
ち
づ
く
り
”

支
え
合
い
”
を
支
え
る
」
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ

っ
と
プ
ラ
ス
代
表
理
事
の
藤
田
孝
典
氏
に
よ

る
「
全
世
代
に
広
が
る
貧
困
と
生
活
困
窮
者

支
援
～
下
流
老
人
と
若
年
世
代
」
と
題
し
た

２
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
日
目
に
は
、
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー

プ
北
海
道
事
業
本
部
事
務
局
長
の
佐
々
木
あ

ゆ
み
氏
に
よ
る
「
と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く

り
」
と
、
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら

む
北
海
道
代
表
の
平
井
照
枝
氏
に
よ
る
「
ひ

と
り
親
家
庭
の
現
状
と
活
動
か
ら
見
え
る
社

会
的
課
題
」
と
題
し
た
特
別
報
告
が
あ
り
、

そ
の
後
「
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
〝
貧
困
の

世
代
間
連
鎖
”
を
断
ち
切
る
た
め
、
い
ま
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
花

井
圭
子
中
央
労
福
協
事
務
局
長
が
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
藤
田
孝
典
ほ
っ
と
プ
ラ

ス
代
表
理
事
、
石
田
輝
正
連
合
非
正
規
労
働

セ
ン
タ
ー
局
長
、
山
﨑
俊
一
北
海
道
教
職
員

組
合
、
山
田
太
郎
新
潟
県
労
福
協
専
務
理
事

の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
全
体
討
論
会
が
開
か

れ
、
夫
々
か
ら
の
意
見
提
言
と
参
加
者
か
ら

の
活
発
な
発
言
が
な
さ
れ
、
研
究
集
会
開
催

の
目
的
趣
旨
を
参
加
者
全
員
が
共
有
で
き
ま

し
た
。
最
後

に
中
央
労
福

協
の
黒
河
副

会
長
よ
り
、

２
日
間
の
総

括
見
解
が
述

べ
ら
れ
、
全

国
研
究
集
会

を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

「
２
０
１
６
年
度
全
国
研
究
集
会
」

札
幌

中
央
労
福
協

in

パネルディスカッションの様子

来賓の杉尾議員と武田議員

参加者全員による団結ガンバロー

第
38
回
定
期
大
会

長
野
県
労
連
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10
月
２
日
（
日
）
10
時
30
分

～
14
時
30
分
ま
で
長
野
市
の
エ

ム
ウ
ェ
ー
ブ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
プ
ラ

ザ
に
お
い
て
「
長
野
県
協
同
組
合

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
６
」
を

開
催
し
、
関
係
者
や
一
般
消
費
者

を
は
じ
め
２
３
０
０
名
を
超
え
る

大
勢
の
方
々
に
来
場
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
長

野
県
生
協
連
も
構
成
団
体
と
な
っ

て
い
る｢

長
野
県
協
同
組
合
連
絡

会｣

の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
「
長

野
県
協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６
実
行
委
員
会
」
が
主
催

し
、
協
同
組
合
連
携
の
一
環
と
し

て
、
組
合
員
同
士
の
交
流
や
協
同

組
合
の
活
動
を
県
民
に
広
く
ア
ピ

ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
開
会
に
あ
た
り
、

長
野
市
立
緑
ヶ
丘
小

学
校
金
管
バ
ン
ド
演

奏
に
続
い
て
、
当
実
行
委
員
長
の
髙
橋
精
一
（
長
野
県

労
働
金
庫
理
事
長
）
の
主
催
者
挨
拶
、
来
賓
の
長
野

県
県
民
文
化
部
部
長
　
青
木
弘
様
、
長
野
市
農
林
部

部
長
　
西
島
勉
様
に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
場
内
外
で
は
、
34
の
団
体･

企
業
か
ら
47
の
ブ

ー
ス
が
出
展
し
、「
報
道
写
真
パ
ネ
ル
展
「
福
島
の
記

録
」
」
や
県
内
被
災
地
支
援
の
栄
村
・
白
馬
村
・
小
谷

村
・
木
曽
町
・
王
滝
村
の
特
産
品
ブ
ー
ス
、
県
内
の
果

物
や
お
取
引
先
の
商
品
の
販
売
や
試
食
、
医
療
生
協

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
楽
し
ん
で
学
べ

る
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
県
の
健
康
福
祉
部
の
「
手

洗
い
チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
っ
た
手
洗
い
体
験
」
、
県
環
境

部
資
源
循
環
推
進
課
の
「
ゴ
ミ
減
量
の
啓
発
や
マ
イ
バ

ッ
ク
づ
く
り
」
、
県
林
務
部
の
「
マ
イ
箸
づ
く
り
体
験
」

な
ど
、
そ
の
他
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信
州
の
フ
ー
ド
ド
ラ

イ
ブ
な
ど
様
々
な
分
野
で
の
出
展
が
あ
り
ま
し
た
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
小
学
校
の
金
管
バ
ン
ド
、
コ
カ
リ
ナ
演

奏
、
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
が
披
露
さ
れ
多
彩
に
ス
テ
ー
ジ
を
飾
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
結
び
に
は
、

副
実
行
委
員
長
の

上
田
均
（
長
野
県

生
活
協
同
組
合
連

合
会
会
長
理
事
）

が
挨
拶
を
行
い
閉

会
し
ま
し
た
。

労福協連携・協同ブースの様子
（◯×クイズに答えて粗品をプレゼント）

オープニング演奏の緑ヶ丘小学校金管バンド

2016年度 長野県勤労者体育大会 県大会結果

男
子
の
部

女
子
の
部

テニス
10/22（土）
東和田運動公園
テニスコート

長 野 市 職 員 労 働 組 合

松 本 市 職 員 労 働 組 合

シナノケンシ労働組合

上 伊 那 選 抜 チ ー ム

飯 田 市 職 員 労 働 組 合

東 御 市 職 員 労 働 組 合

アズミ村田製作所労働組合

長野地区

中信地区

上小地区

上伊那地区

飯伊地区

上小地区

中信地区

優　勝

準優勝

三　位

三　位

優　勝

準優勝

三　位

＊野球については１１月12日（土）・13日（日）に開催します。

バレーボール
10/8（土）
長野市真島
ホワイトリング

オ ル ガ ン 針 労 働 組 合

日信・ＡＮＢＪ労組合同

長 野 市 職 員 労 働 組 合

飯 田 市 職 員 労 働 組 合

大 町 市 職 員 労 働 組 合

原 村 職 員 労 働 組 合

みなみ信州農協労働組合

上小地区

上小地区

長野地区

飯伊地区

中信地区

諏訪地区

飯伊地区

優　勝

準優勝

三　位

三　位

優　勝

準優勝

三　位

男
子
の
部

女
子
の
部

バドミントン
10/8（土）
長野市真島
ホワイトリング

長 野 市 職 員 労 働 組 合

ＩＨＩシバウラ労働組合

山洋電気労組上田支部

松 本 市 職 員 労 働 組 合

長野地区

中信地区

上小地区

中信地区

優　勝

準優勝

三　位

三　位

男
子
の
部

髙橋実行委員長の挨拶

長野県協同組合フェスティバル2016開催!
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９
月
24
日
（
土
）
に
キ
ッ
セ
イ
文
化
会
館
を
会

場
に
「
第
45
回
勤
労
者
文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
曇
り
で
雨
を
心
配
し
ま
し
た
が
、

開
場
前
か
ら
並
ば
れ
る
親
子
連
れ
も
い
て
、
大
勢
の

参
加
者
が
詰
め
か
け
、
午
前
中
は
労
金
松
本
支
店

運
営
委
員
会
主
催
の
〝
ろ
う
き
ん
親
子
ア
ニ
メ
祭
〟

『
ド
ラ
え
も
ん 

新
の
び
太

の
日
本
誕
生
』
を
中
ホ
ー

ル
の
会
場
が
満
席
と
な
る

程
、
大
盛
況
で
多
く
の
親
子

連
れ
が
映
画
を
鑑
賞
し
ま

し
た
。
午
後
は
、
ピ
エ
ロ
の

マ
ー
君
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

シ
ョ
ー
や
、
ち
び
っ
こ
に
大

人
気
の
ジ
ュ
ウ
オ
ウ
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
が
あ
り
こ
ど
も
達
が

舞
台
前
に
集
ま
り
、
曲
に
合

わ
せ
て
踊
っ
た
り
し
て
楽
し

く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昼
休
み
に
は
、
軽
食
・

飲
み
物
を
販
売
す
る
模
擬
店

コ
ー
ナ
ー
で
は
弁
当
が
完
売

に
な
る
程
盛
況
で
し
た
。
ホ

ー
ル
横
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、
色
々
な
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ

ー
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
・
会
場
入
口
横
の
外
で
は
、

「
ち
び
っ
こ
木
工
教
室
」
を

開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
子
供
達

の
歓
声
も
あ
り
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
最
後
に
豪

華
景
品
が
当
た
る
お
楽
し

み
抽
選
会
を
行
い
、
親
子
で

笑
顔
と
歓
声
に
あ
ふ
れ
た
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

10
月
16
日
（
日
）
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
恒

例
の
「
上
伊
那
労
福
協
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

当
日
は
秋
晴
れ
の
好

天
に
恵
ま
れ
、
会
場
内

で
は
労
福
協
構
成
20
団

体
に
よ
る
焼
き
そ
ば
、

五
平
餅
、
綿
あ
め
等
の

模
擬
店
、
地
産
野
菜
・

果
物
の
直
売
店
等
18
店

舗
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
16
店
が
ず
ら
り
と
並

び
、
ど
の
店
も
行
列
が
で
き
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。
ち
び
っ
子
広
場
も
設
け
、
輪
投
げ
ゲ
ー
ム
、

ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り
、
ふ
わ
ふ
わ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
等
が

人
気
を
集
め
子
供
達
は
大
喜
び
で
し
た
。

文
化
会
館
で
は
、
ろ
う
き
ん
伊
那
支
店
「
親

子
ふ
れ
あ
い
ア
ニ
メ
祭
り
」
が
共
催
さ
れ
、
終
了

後
は
大
勢
の
親
子
連
れ
が
会
場
へ
ど
っ
と
押
し
寄

せ
、
祭
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
聴
導
犬

協
会
に
よ
る
犬
と
の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
子
供
た
ち
が
集
ま
り
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

会
場
内
で
は
福
祉

カ
ン
パ
も
寄
せ
ら
れ
、

地
域
貢
献
と
労
福
協

活
動
を
知
っ
て
い
た

だ
く
有
意
義
な
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

「景品ゲット出来るかな」ゲームコーナー

「まっすぐに打ち込めるかな」ちびっ子木工教室

「さあー何番かな？」お楽しみ大抽選会

主人の携帯を拾う介助犬

親子連れで賑わう屋台村

日　時 持ち物 筆記用具

場　所
＊オリエンテーションを行います。（12：40～12：50）

住宅取得応援セミナー
（知って“あんしん”住宅取得の豆知識）
①資金計画 ②住宅設計 ③住宅保障

労金・全労済・住宅生協

保障設計の考え方
（遺族保障・医療保障）

全労済

知っておこう
個人型確定拠出年金
（老後の資産形成について）

労金

夢をかなえる
わが家のライフプラン
（かしこい家計の見直し）

生協連

子育て期の女性を応援
（仕事と家庭の両立を実現し、　　
必要とされる人材になるために）

イーキュア

働き盛り世代対象訓練型
特殊詐欺対応講座

（親や祖父母を守る「俺の恩返し！」プロジェクト）

長野県

定
員
定
員150名様 参加費無料

事前予約制

2016年12月10日（土）13：00～16：30
受付開始12：15～

仕事も家庭も大切にしたいそんなあなたに向けて、楽しく学べて役立つセミナーです。

はたらく人の
「みらい・あんしん」学校

第24回労働者福祉学校

ホテルメルパルク長野

2016年11月25日（金）

テーマ 自分らしく輝くために！～はたらく人の未来を応援～
内　容 ●あんしん（知っ得）セミナー 6教室　13：00～14：50

締切日

●全体セミナー　15：00～16：30　講師　松山三四六氏 「輝いて生きるための言霊」

小学生未満の
お子さまの

ための託児室を
ご用意！

託児スタッフが
対応します

勤
労
者
文
化
祭
開
催
！

松
本
地
区

上
伊
那
労
福
協
ま
つ
り

今
年
も
盛
大
に
開
催
！
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（記：長野県労働金庫コンプライアンス統括部）

県労福協は地区労福協と連携し取り組みます。

特殊詐欺被害防止に向けた長野県労働金庫の取組み
【特殊詐欺の現況】
○特殊詐欺被害に係る県内現況は、2016年1月から9月末時点で172件、被害額は
4億1,915万円であり1件あたりの被害額は約244万円にもなります。
　172件中、「オレオレ詐欺」が70件、「架空請求詐欺」が47件、「還付金詐欺」が39
件でこれら3つの手口が、件数・被害額ともに全体の9割を占めています。（長野
県警広報資料）
○信濃毎日新聞には毎日、特殊詐欺事件発生を報じています…「長野市の80歳
女性が・・」「松本市の70歳男性が・・」と…しかし、記事で被害の様子は分かりま
すが、《被害者の状況》はあまり表に出てきませんし、被害に遭われた方も語りたがらないことが多いわけです
が、自責の念に苦しみ、最悪、自殺をしてしまう被害者もいらっしゃるのが実情です。
○特殊詐欺被害に遭われた方の7割は「自分はだまされない思っていた」と語っているように、「だまされる側が悪
い」とか「そんな簡単な手口でだまされる筈はない」と思われがちですが、警察から伝えられる手口を聞いたりし
ていると、犯人達は非常に巧妙で、場合や状況によっては、どんな人でもだまされてしまうおそれが潜んでいるの
が、特殊詐欺の怖さです。

【労働金庫窓口での声かけ】
○最近は「ATMコーナーへ誘導しての振込み」だけではなく、「現金を自宅に取りに来る、駅等の待ち合わせ場所
で現金を渡す」手口が増えてきていることから、現金で多額のお支払いを必要とするお客様には、職員がお使い
みちをお聞かせいただく場面が増えています。
○犯人達も、金融機関窓口でこのような対応をしていることを知ってか、だます相手には「今日の新聞に自動車の
チラシ入っているから、それ持って金融機関に行き“この車を買うから”と言ってください」とまで誘導するそうで
す。
○長野県労働金庫も、お客様にお使いみちをお聞きする中で、職員が話の内容に疑問をいだき「特殊詐欺被害を
防止」した経験を何度もしています。時には、近隣警察署から生活安全課等の署員が支店に来て署員にも話を
聞いてもらい、特殊詐欺の懸念がないか対応しています。

【特殊詐欺撲滅協力隊】
○長野県では2016年4月から「働き盛り世代による特殊詐欺撲滅プ
ロジェクト」を進めており、長野県労働金庫も全店がこの取り組み
に参加し「特殊詐欺撲滅協力隊」とし、各支店のガラスドア等にス
テッカーを貼りながら、被害防止のための声かけを続けています。

　長野県の取組みは、タレントで下條村出身の峰竜太さん親子の
TVCMも放映されていますが、“俺が『オレオレ』から俺の親を守
る”を合言葉に県内の働き盛り世代に対し、「自分の親や祖父母を
特殊詐欺から守る」という意識の醸成を図り、県民が一致団結して特殊詐欺に立ち向か
う気運を醸成することをねらいとしています。
○長野県労働金庫では、職員に対し特殊詐欺の手口等を研修で伝え、各職員がお客様の大切な財産を守るべく
お客様対応をしております。「なんかヘン？」と感じたら近隣営業店に即時に相談を
お願いします。
○また、「特殊詐欺被害撲滅は金融機関職員の大切な仕事」として、ご来店されるお客
様ばかりでなく、皆様の職場等訪問時の世間噺の一つとして詐欺手口情報を伝える
等を継続していきますので、本号をお読みの皆様も、“俺が『オレオレ』から俺の親を
守る”ことをご自身も行い、大勢の力で特殊詐欺を撲滅していきましょう。
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興
味
本
位
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
無
料
動
画

を
見
よ
う
と
し
て
、動
画
を
選
ん
で
ク
リ
ッ
ク

し
た
と
こ
ろ
、突
然
画
面
い
っ
ぱ
い
に
法
外
な

金
額
を
請
求
す
る
文
面
が
表
わ
れ
、連
絡
先
の

電
話
番
号
も
表
示
さ
れ
ま
し
た
。連
絡
先
に
連

絡
し
て
支
払
を
し
な
い
と
請
求
画
面
は
消
え
な

い
と
書
い
て
あ
り
、本
当
に
ど
う
や
っ
て
も
請

求
画
面
が
消
え
ず
、パ
ソ
コ
ン
が
使
え
ま
せ
ん
。

　
請
求
さ
れ
た
金
額
は
支
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
、支
払
え
ば
請
求
画
面
は

消
え
て
パ
ソ
コ
ン
は
使
え
る
よ
う
に
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
売
買
契
約
を
し
た
場
合
、代
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
は
、買
う
品
物
や
代
金
額
等
に

つ
い
て
納
得
し
て
相
手
と
売
買
の
合
意（
契
約
）を

し
て
い
る
か
ら
で
す
。有
料
で
あ
る
と
の
表
示
も

金
額
の
表
示
も
な
い
パ
ソ
コ
ン
画
面
を
選
択（
ク

リ
ッ
ク
）す
る
だ
け
で
、納
得
し
て
い
な
い
料
金
を

支
払
う
べ
き
法
的
な
義
務
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
に
お
い
て
、画
面
上

を
ク
リ
ッ
ク
し
た
際
に
、表
示
と
全
く
異
な
り
予

期
で
き
な
い
代
金
を
請
求
し
た
り
、会
員
登
録
が

完
了
し
た
と
し
て
会
費
を
請
求
し
た
り
す
る
詐
欺

（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
）が
横
行
し
て
い
ま
す
。ほ

と
ん
ど
の
手
口
は
、不
安
に
な
っ
た
利
用
者
に
指

定
の
連
絡
先
へ
電
話
連
絡
さ
せ
、必
要
な
個
人
情

報
を
得
る
と
と
も
に
、お
金
を
払
わ
ざ
る
を
得
な

い
方
向
へ
と
誘
導
す
る
も
の
で
す
。イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
利
用
中
の
画
面
に
請
求
の
表
示
等
が
さ
れ
る

と
、自
分
が
誤
っ
て
お
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
い
け

な
い
よ
う
な
操
作
を
し
て
し
ま
っ
た
と
思
い
込
ん

だ
り
、相
手
に
は
自
分
の
住
所
や
名
前
が
既
に
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
な
不
安
に
襲
わ
れ
ま
す
。し
か

し
、前
に
述
べ
た
よ
う
に
法
的
に
お
金
を
払
う
義

務
は
な
く
、相
手
に
利
用
者
の
名
前
等
が
知
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、一
切
こ
ち
ら
か
ら
連

絡
を
し
な
い
の
が
正
し
い
対
応
で
す
。

　
更
に
手
の
込
ん
だ
詐
欺
の
手
法
と
し
て
、相
談

の
事
例
の
よ
う
に
、表
示
さ
れ
た
請
求
画
面
が
ど

う
や
っ
て
も
パ
ソ
コ
ン
か
ら
消
え
な
い
よ
う
に
し

て
困
ら
せ
、結
局
指
定
の
連
絡
先
に
連
絡
さ
せ
て
、

金
を
だ
ま
し
取
る
悪
質
な
も
の
ま
で
出
て
き
ま
し

た
。

　
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の
知
識
が
な
い

と
相
談
事
例
の
よ
う
な
画
面
を
消
す
こ
と
は
で
き

な
い
よ
う
で
す
が
、連
絡
を
取
っ
て
請
求
さ
れ
た

金
を
払
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
画
面
が
消
え
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。や
は
り
連
絡
は
取
ら
ず
に
、パ

ソ
コ
ン
に
詳
し
い
人
か
専
門
家
に
相
談
す
る
ほ
か

あ
り
ま
せ
ん
。

　
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
は
、安
心
で
き
る
範

囲
で
利
用
し
、怪
し
い
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
へ
は

ア
ク
セ
ス
し
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

　
実
家
に
戻
っ
て
み
る
と
、八
十
歳
に
な
る
父

が
契
約
し
た
と
い
う
屋
根
の
瓦
工
事
の
最
中
で

し
た
。高
齢
の
父
が
訪
問
販
売
の
人
の
勧
誘
で

契
約
し
た
よ
う
で
す
が
、差
し
迫
っ
て
屋
根
工

事
の
必
要
性
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、あ
ま

り
に
高
額
な
契
約
な
の
で
文
句
を
言
い
ま
し
た

が
、工
事
会
社
の
人
は
、父
が
高
齢
な
の
で
近
く

に
住
む
兄
に
も
同
席
し
て
も
ら
っ
て
契
約
し
た

か
ら
、何
の
問
題
も
な
い
と
自
信
満
々
で
全
く

取
り
合
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。

【
回
答
】

　
高
齢
社
会
を
迎
え
、判
断
能
力
が
衰
え
て
き
た

高
齢
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、訪
問
販
売
等
に
よ
り

不
必
要
ま
た
は
過
剰
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
悪
質

商
法
が
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
工
事
会
社
の
方
で
も
、お
父
さ
ん
の
年
齢
を
考

慮
し
て
、お
兄
さ
ん
を
同
席
さ
せ
て
契
約
し
た
よ

う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
訪
問
販
売
の
場
合
、購
入
者
は
受
動

的
な
立
場
に
置
か
れ
、業
者
の
勧
誘
に
左
右
さ
れ

る
面
が
強
い
こ
と
に
着
目
し
て
、ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
制
度
は
、契
約
の
申
込
み
、ま
た
は
契
約
締
結

後
一
定
期
間
内（
八
日
以
内
）は
無
条
件
に
申
込
み

の
撤
回
、ま
た
は
契
約
の
解
除
が
で
き
る
と
い
う

制
度
で
す
が
、契
約
締
結
後
そ
れ
以
上
の
期
間
が

経
過
し
、ま
し
て
現
に
工
事
も
進
ん
で
い
る
状
況

で
は
、解
除
は
で
き
な
い
と
あ
き
ら
め
て
し
ま
う

人
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
は
、法
律

で
決
め
ら
れ
た
事
項
を
漏
れ
な
く
記
載
し
た
契
約

書
面
等
を
受
領
し
た
時
か
ら
八
日
以
内
と
規
定
さ

れ
て
い
る
の
で
、こ
れ
ら
の
書
面
に
一
つ
で
も
法
定

記
載
事
項
の
漏
れ
が
あ
れ
ば
、ま
だ
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
、工
事
中
ま
た

は
工
事
が
完
成
し
て
い
て
も
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。解
除
さ
れ
れ
ば
、業
者
は
、自
分
の
費
用

で
工
事
前
の
状
況
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
検
討
す
る
と
き
は
、期

間
の
問
題
と
共
に
、業
者
か
ら
受
け
取
っ
た
契
約

書
面
等
の
細
か
な
チ
ェ
ッ
ク
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

ƒ

０
１
２
０-

３
９-

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、弁
護
士
・
司
法
書
士
・

特
定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談

【
事
例
①
】

【
事
例
②
】

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
シ
リ
ー
ズ

　
　№
65

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て

佐藤　豊

弁護士
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２
０
１
６
年
度
労
金
・
全
労
済
合
同
新
任
運

営
委
員
研
修
会
の
中
で
、中
央
労
福
協
高
橋
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
よ
り
、江
戸
時
代
に
二
宮
尊
徳（
二
宮
金

次
郎
）が
行
っ
た「
報
徳
五
常
講
」に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。▼
五
常
講
と
は
営
利
を
求
め
な
い
信
用

事
業
と
言
わ
れ
て
い
る
。例
え
ば
十
両
借
り
て
、毎

年
二
両
を
均
等
返
済
す
る
と
五
年
で
借
金
返
済

が
完
了
す
る
。こ
こ
で
、し
っ
か
り
働
け
ば
、
毎
年

二
両
ず
つ
返
済
し
、ち
ゃ
ん
と
し
た
生
活
が
で
き

る
こ
と
を
、貸
付
を
受
け
た
人
た
ち
が
身
を
も
っ

て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。そ
の
上
で
、十
両
を

用
立
て
て
く
れ
た
周
囲
の
方
々
へ
の
徳（
お
礼
）に

報
い
る
意
味
で
も
う
一
年
二
両
を
返
し
て
い
く
。

結
局
六
年
間
で
十
二
両
を
返
済
す
る
こ
と
に
な
る

が
、六
年
目
の
二
両
は
五
常
講
の
基
金
に
組
み
入

れ
ら
れ
る
。基
金
が
増
え
れ
ば
、そ
れ
だ
け
融
資
す

る
相
手
も
増
え
る
か
ら
、五
常
講
は
ど
ん
ど
ん
拡

大
。借
金
で
困
窮
し
て
い
る
多
く
の
人
が
救
わ
れ

る
仕
組
み
と
な
り
、そ
の
後
の
信
用
組
合
の
基
礎

と
な
っ
た
。▼
そ
の
考
え
の
核
心
と
な
る
の
が
、５

常
の
徳
で
あ
り
、「
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
」
と
い

う
人
間
の
日
常
の
５
つ
の
心
構
え
を
意
味
す
る
。

「
仁
」
＝
自
分
に
は
厳
し
く
周
囲
に
は
寛
容
に
、

か
つ
正
義
に
基
づ
い
た
慈
愛
を
持
っ
て
接
す
る
こ

と
。「
義
」
＝
道
理
・
義
理
。
人
の
歩
ん
で
い
く
正

し
い
道
の
こ
と
。「
礼
」
＝
感
謝
・
お
礼
、
自
分
を

謙
遜
し
、
相
手
に
敬
意
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
。

「
智
」
＝
能
力
。人
や
物
事
の
善
悪
を
正
し
く
判
断

す
る
知
恵
。「
信
」
＝
信
頼
、互
い
に
約
束
を
守
り

合
う
こ
と
、を
指
し
て
い
る
。▼
昨
今
は
自
己
の
感

情
の
ま
ま
に
犯
す
身
勝
手

で
理
不
尽
な
凶
悪
事
件
や
、

特
殊
詐
欺
や
食
品
偽
装
な

ど
の
偽
り
が
ま
か
り
通
り
、

地
域
社
会
や
家
庭
環
境
が

崩
壊
し
つ
つ
あ
る
世
の
中

に
あ
っ
て
二
宮
尊
徳
が
説

く「
五
常
の
徳
」
に
つ
い
て

再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。（
雅
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を

　
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
12
月
15
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者
（
 5
名
・
敬
称
略
）

　
武
内
　
知
恵

　
　
　
　
　（
高
山
村
） 

　
小
林
　
克
雄

　
　
　
　
　（
古
河
市
） 

　
林
　
　
和
男

　
　
　
　
　（
長
野
市
） 

　
北
原
　
朱
美

　
　
　
　
　（
茅
野
市
） 

　
牧
野
　
弘
子

　
　
　
　
　（
佐
久
市
）

日
々
是
好
日
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